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後
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六
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田
唱
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墜

事
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本
赤
十
字
枇
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位
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附
園
説
明
、
欧
女
妙
録
、
金
一
ナ
ル
参
考
書
目
、
附
園

第
二
十
八
回
日
本
科
撃
舎
総
曾
昌
於
テ
漣
ベ
タ
リ
〉
。

富

結
核
性
膿
胸
A

、

謂
無
菌
性
ナ

p
、
而

ソ
ノ
軌
ア
一
ニ
ス
ペ

所
謂
無
菌
性
、
結

是
ヲ
蓮
ジ
得
ペ
ジ
ト

緒

治
療
甚
ダ
困
難
ナ
Y
疾
患
ノ
一
ニ

シ
ア
混
合
停
染
ヲ
費
セ
ザ
Y

ニ
於
ア
コ
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シ
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ソ
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大
多
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肺
臓
ノ
結
核
性
疾
患
－
一
績
費
ス

Y

モ
ノ
ナ
U
Y

ず
故
－
－
、

カ
ラ
ザ
M
F

ヤ
論
ヲ
侠
タ
ズ
。

ソ
ノ
膿
A

普
通
化
膿
菌
ヲ
臓
セ
ザ
u
y

、
所

此
レ
ガ
治
療
士
急
性
膿
胸
ノ
治
療
法
ト
、

核
性
膿
胸
ニ
一
割
シ
ア
肋
骨
ヲ
切
除
ジ
胸
壁
切
開
（

E
z－－L2HAd】
乞
仙
台
）
ヲ
施
セ
バ
、
肋
膜
膝
A

外
界
ト
交
通
シ
排
膿
ノ
目
的
A

雄
毛
、
骨
及
ピ
関
節
ノ
結
核
性
疾
患
－
一
於
ア
見
y
d
N

如
ク
、
亦
容
易
－
混
合
博
染
ノ
機
曾
7
典
之
ソ
ノ
議
後
ヲ
シ
・
ア
不



良
ナ
ア
ジ
ム

Y
事
多
キ
－
一
鑑
ミ
、
之
レ
ガ
治
療
A

須
ク
保
存
的
－
一
シ
－
プ
穿
刺
法
ア
選
プ
ア
賢
ナ

y
ト
唱
ア
Y

モ
ノ
多
シ
。
然

y
穿
刺
法
A

肋
膜

路
内
魅
力
強
大
ト
ナ
リ
、
縦
隔
資
他
側
－
一
向
ツ
ア
歴
排
セ
ラ
レ
、
呼
吸
及
ピ
血
液
循
環
ノ
障
械
ァ
来
セ
Y
場
合
－
一
A

、
ソ
ノ
救
急
慮
置
ト
シ
ア

甚
ダ
緊
要
ナ
Y
治
療
法
ナ

y
ト
雌
毛
、
膿
胸
自
己
ノ
治
療
－
一
向
－
7
A
其
ノ
効
果
少
シ
、
例
ン
ト
ナ
レ
バ
排
膿
後
歴
力
減
少
シ
〆
Y
肋
膜
膝
内
－
一

A

、
再
ピ
易
グ
膿
ノ
瀦
縮
ヲ
来
ジ
、
穿
刺
ヲ
反
復
ス

Y

モ
容
易
－
一
治
癒
－
一
至
一
ブ
シ
メ
得
ザ
Y
ガ
故
ナ
リ
、
然
毛
一
面
肋
膜
腔
内
惨
出
液
ノ
存
在

て
其
ノ
原
病
h
F
Y
肺
結
核
－
一
封
シ
ア
軍
－
一
生
物
準
的
及
ピ
免
疫
皐
的
－
一
有
意
義
ナ
Y
ノ
ミ
ナ
一
フ
ズ
、
亦
器
械
的
ユ
モ
有
効
－
一
作
用
し
V

其
ノ
経

過
－
二
好
影
響
ヲ
及
ス
モ
ノ
ナ
Y
事
A
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同。＝目
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E
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及
ピ
其

他
ノ
撃
者
ノ
研
究
－
一
ヨ
時
ノ
ア
確
認
セ
ラ
レ

タ
Y
所
－
一
シ
ア
、
彼
ノ
偏
側
性
肺
結
核
－
一
一
割
ス

Y
所
謂
虚
脱
療
法
ノ
有
効
ナ
Y

コ
ト
、
其
ノ
理
ヲ
一

ニ
セ
リ
ノ
。
此
ノ
事
質
ヨ
リ
ス
レ
バ
穿
刺
或
A
胸
壁
切
開
一
一
ヨ
！
プ
車
二
膿
ノ
排
除
ノ
ミ
ニ
安
ン
ズ
Y
A
、
低
－
二
平
－
一
萎
縮
シ
ア
所
謂
虚
脱
朕
態

－一ア
Y
肺
臓
ノ
再
慌
張
ヲ
招
来
シ
、
却
ア
原
病
ナ
Y
肺
結
核
病
症
ノ
進
行
ヲ
促
ス
庭
ア

y
、
議
一
一
於
ア
カ
一
方
完
全
ナ
Y
排
膿
ヲ
固
Y
ト
同
時

－
一
、
他
方
復
航
－
一
萎
縮
セ

Y
肺
臓
ノ
再
憤
張
ヲ
来
サ
シ
メ
ザ
Y
ヲ
以
－
7
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療
ノ
方
針
ト
セ
ザ
グ
’
ペ
カ
ラ
ズ
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依
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案
出
セ
ラ
レ
タ
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、

偏
側
性
肺
結
核
ニ
封
ス

Y
人
工
気
胸
療
法
ノ
’
却
ク
、
偏
側
性
結
核
性
膿
胸
－
一
封
ジ
ア
モ
亦
穿
刺
排
膿
後
、
腔
内
－
一
窒
素
或
点
空
気
ヲ
注
入
ス
M
F

法
ナ
リ
ノ
。
此
ノ
方
法
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ニ
悌
岡
皐
者
間
－
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行
A
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、
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国
－
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於
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－
－
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－
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メ

タ

y
ト
云
ヘ
リ
ノ
。
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ト
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績
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－
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－
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膜
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ヨ
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膏
細
椴
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狭
院
ナ
グ
’間
隙
ト
ナ

y
、
術
前
一
一
比
シ
瀦
綿
膿
量
、
準
－
一

減
少
ス
ペ
ク
、
同
時
－
一
叉
肺
臓
A

術
前
－
一
一
於
ケ
Y

ガ
如
ク
所
謂
鹿
股
肱
態
ニ
保
持
・
包
ラ
u
y

、
ガ
故
－
一
、
y
ノ
原
病
タ
Y
肺
結
紘
症
ノ
治
癒
機
鴨

r吋

第
六
品
位

臨

床
‘J 

恒
郎
、
水
凶

二

一
七

（
第
十
切
競

－一一七〉



第
六
品
位

F『

臨

床
1....1 

原
、
水
悶

二
一
八

（
第
出
比
措
伽

二
一
八
〉

ニ
向
ツ
ア
些
少
ノ
障
碍
ア
モ
奥
フ
M
Y

コ
ト
ナ
ク
、
爾
後
穿
刺
ヲ
反
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膿
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腔

A
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全
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シ
。
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術

A
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菌
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得
ペ
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、
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何
ニ
ヨ
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A
、
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・
ご
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週
ノ
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隔
ヲ

置
キ
ア
、
二
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或
二
二
究
ニ
部
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的
－
一
施
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得
Y
ガ
故
－
一
、
ソ
ノ
危
険
率
甚
ダ
少
シ
。
而
シ
ア
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ジ
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ノ
手
術
－
一
ヨ
リ
ア
モ
街
完
全
－
一
治
癒

セ
ザ
レ
バ
始
メ
ア
胸
壁
切
開
ニ
訴
フ
ペ
シ
、
悦
ニ
此
ノ
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期
－
一
至
レ
バ
膿
胸
腔
著
シ
ク
狭
陥
ト
ナ
レ

Y
ガ
故
－
一

Y

／
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癒
A
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容
易
ナ

7
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彼
A

本
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式
－
一
ヨ
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ア
十
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患
者
ア
手
術
シ
タ
W
y

－
－
三
名
λ
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接
手
術
f

免
メ
－
一
、
他
ノ
三
名
A

後
日
肺
結
核
ノ
潟
メ
ユ

鎗
レ
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y

毛
、
七
名
A

全
治
シ
、
内
四
名
A

椛
病
前
ノ
職
業
ニ
従
事
ス

Y
事
ァ
得
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y

ト
報
告
セ
ソ
。

メ
ィ
』
］
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ご
司
氏
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肋
膜
路
内
二
多
量
ノ
溶
出
液
生
ズ
レ
バ
、
肺
臓
A

萎
縮
シ
、
主
ト
シ
－
プ
胸
陸
後
部
ニ
’
ア
リ
ア
、
脊
柱
並
－
一
肋
骨
ノ
後
方
部
－
一

固
定
セ
ラ
レ
、
前
方
肋
膜
－
二
癒
着
ア
M
Y

事
少
キ
ガ
故
ニ
、
惨
出
液
多
ク
A

此
所
－
一
一
断
出
ス
。
斯
カ

Y
場
合
－
一
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－
H

氏
法
－
一
ヨ

y
箪
ニ
後
方
脊
柱
側
ュ
於
ア
ノ
ミ
肋
骨
ヲ
切
除
ス

Y
モ
、
胸
壁
ヲ
シ
ア
肺
臓
ニ
向
ツ

ア
充
分
－
一
近
接
セ
シ
ム

Y
事
ヲ
得
ず
w
y

ガ

故
ニ
後
方
副
脊
柱
切
除
術
ニ
加
フ

Y

午
前
方
胸
骨
側
一
一
炉
、
ヶ
Y
多
数
ノ
肋
軟
骨
切
除
ヲ
以
－
ア
セ
ザ
M
Y

ペ
カ
ラ
ズ
ト
ア
彼
ノ
所
謂
柱
状
切
除
法

（｝》芝－

2
2
7t2－）
ヲ
推
奨
セ

y
。
郎
チ
穿
刺
排
膿
後
、
先
ヅ
一
次
的
或
A

二
失
的
ニ
副
脊
柱
－
一
於
－
プ
第
十
一
乃
至
第
一
肋
骨
ヲ
切
除
シ
、

若
シ
本
手
術
－
一
ヨ

y
－
ア
モ
向
膝
ノ
閉
塞
セ
ザ
Y
時
A

胸
骨
側
一
一
於
－
プ
第
一
乃
至
第
七
肋
軟
骨
ヲ
切
除
ス
ペ
ジ
。
相
シ
膿
胸
未
ダ
肋
膜
膝
ノ
尖

端
部
マ
デ
達
セ
ザ
Y

－二炉、－
7
A
第
一
肋
骨
ノ
切
除
ヲ
要
セ
ズ
ト
。
本
手
術

A
局
所
麻
療
ノ
下
－
一
行
プ
事
ヲ
得
、
手
術
簡
易
－
一
シ
ア
、
筋
肉
損

傷
ニ
凶
ス

Y
上
肢
ノ
機
能
障
梼
ヲ
胎
ス
事
ナ
ジ
ト
遮
ペ
タ

y
。
此
ノ
手
術
ヲ
始
メ
ラ
試
ミ

タ
Y
A
H
T｝
］
ゲ
氏
－
一
ジ
ア
J

ぐ
い
ご
ま
氏

A
十
二
名
ノ

患
者
ヲ
手
術
ジ
ク

Y
モ
死
む
者
ヲ
見
ず

y
シ
ト
報
告
セ

y
。

爾
来
結
核
性
膿
胸
ノ
治
療
ニ
此
ノ

二
肋
膜
外
胸
廓
成
形
術
ヲ
推
奨
セ

Y
者
ニ
岩
、水
、
出
。
【
三
三
日
］
・
主
5
・
F
E
L
2
6
5
2
5

森
氏
等
ヲ
敷
プ
レ

ド
モ
、
ソ
ノ
例
症
甚
ダ
少
ク
、
且
ッ

y
ノ
遠
隔
成
績
－
一
就
ア
ノ
報
告
－
一
至
9
4
7
A
夏
ニ
甚
ダ
稀
Y
ヲ
遺
憾
ト
ス
。

余
等
A

大
正
十
年
ヨ

y
十
三
年
マ
デ
ニ
該
病
患
者
四
名
（
男
女
各
二
名
、
左
右
各
二
側
）
品
余
等
ノ
改
良
セ

Y

君
子
E
氏
柱
版
切
除
法
ヲ
施

ジ
、
術
後
最
短
二
年
六
ヶ
月
、
最
長
五
年
五
ヶ
月
間
、
ソ
ノ
経
過
ヲ
観
察
ジ
得
点
f
y
ヲ
以
，
ア
悲
ニ
之
レ
ヲ
報
告
セ
ン
ト
ス
。
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余

等
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術

式

、
、
、
、
、

第
一
回
手
術

局
所
麻
庫
ノ
下
ニ
脊
柱
ヲ
距
Y
二
・
三
横
指
径
側
方
－
一
於
ア
凡
ソ
第
二
胸
椎
ノ
練
賊
突
起
ノ
高
サ
ヨ
リ
ノ
始
メ
、
脊
柱
－
一
品
蛇
行
し
て
ア
下
降
ジ
、

凡
ソ
第
十
一
肋
骨
ノ
部
ニ
ア
少
し
V

ク
前
方
一
一
向
ツ
ア
釣
朕
－
一
曲
レ

Y
皮
膚
切
開
ヲ
施
シ
、
背
筋
A

之
レ
ヲ
横
－
一
裂
キ
ア
、
第
二
或
A

第
三
肋
骨

乃
至
第
十
一
肋
骨
ヲ
バ
脊
柱
－
一
泊
ヒ
四
乃
至
十
糎
ヲ
骨
膜
下
一
一
ア
切
除
シ
、
術
後
ノ
疹
痛
ヲ
軽
減
ノ
目
的
一
一
ア
当
口

E
氏
ニ
従
ア
肋
間
軟
部

ヲ
挫
滅
シ
ア
筋
肉
及
ピ
皮
膚
ヲ
縫
合
ス
。
然
U
Y

後
前
方
・
干
術
－
一
閥
輿
セ
ザ
Y
部
分
－
一
於
－
ア
穿
刺
排
膿
ス
。

第
二
回
手
術

第
一
回
手
術
後
約
一
週
間
ニ
ジ
ア
、
局
所
麻
庫
ノ
下
－
一
乳
腺
ノ
ャ
、
内
側
－
一
於
ア
鎖
骨
下
ヨ
ク
始
マ

y
、
下
降
し
V

－
プ
漸
失
稿
々
側
方
－
一
一
傾
キ

ヅ
、
凡
ソ
第
六
肋
骨
ノ
部
－
一
於
ア
後
方
－
ア
向
ツ
ア
弓
朕
－
一
走
Y
皮
膚
切
開
ヲ
加
へ
、
胸
筋
A

ソ
ノ
繊
維
ノ
走
行
一
一
従
一
プ
之
ヲ
裂
キ
、
第
二
或
A

第
三
肋
骨
乃
至
第
九
或
A

第
十
肋
骨
ヲ
、
肋
軟
骨
ヲ
避
ケ
ア
之
レ
ニ
近
ク
、
ソ
ノ
側
方
－
一
一
於
－
プ
三
乃
至
五
糎
ヲ
骨
膜
下
ニ
於
－
ア
切
除
ジ
筋
肉
及

ピ
皮
膚
ヲ
縫
合

γ
、
後
直
チ
ニ
後
方
第
一
回
ノ
手
術
部
－
一
於
ア
穿
刺
排
膿
ス
。

（
極
メ
ア
高
度
ノ
膿
胸
－
一
ア
ラ
ザ
レ
バ
第
一
肋
骨
A

切
除
セ
ズ
）

、
、
、

後
療
法

術
後
持
創
宵
ヲ
貼
シ
ア
胸
廓
ヲ
座
追
ス
。
術
後
瀦
抑
制
セ

Y
膿
A

凡
ソ
三
週
乃
至
四
迎
ノ
間
隔
ヲ
置
キ
ア
反
覆
穿
刺
除
去
ス
。

、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、

羽目
HSm
民
柱
紙
切
除
法
ト
ノ
園
長
岡

第
一
、
巧
口
－
5
氏
法
－
一
於
－
ア
A

先
グ
穿
刺
排
膿
ジ
ア
後
、
肋
骨
切
除
ア
行
ヘ
ド
モ
、
斯
ク
ア
A

、
仮
令
短
時
日
間
一
一

uv
－
ア
然
モ
其
程
度
鞠

微
ナ
U
Y

ペ
シ
ト
雄
穿
刺
俳
膿
後
肋
骨
切
除
マ
デ
ニ
、
萎
縮
セ

Y
肺
臓
ノ
再
旗
張
ア
招
来
ス

Y
虞
ア

y
、
之
レ
蓋
ジ
治
療
ノ
根
本
精
紳
－
一
作
y

毛
ノ
ト
云
A

ザ
Y
ペ
カ
ラ
ズ
。
故
－
一
余
等
λ

患
者
ノ
賦
態
ノ
許
ス
限

y
、
肋
骨
切
除
ヲ
先
ニ
シ
、
ソ
ノ
直
後
或
A

数
日
ノ
後
－
一
穿
刺
セ
ソ
、

之
レ
可
動
性
ト
ナ
リ
タ

Y
胸
壁
λ

穿
刺
－
一
ヨ

Y
膿
ノ
減
少
－
一
順
懸
シ
ア
、
牧
縮
ス
U
F

ガ
故
－
一
、
萎
縮
セ

Y
肺
臓
ノ
撰
張
ヲ
来
ス
事
少
カ

Y
ペ

第
六
巻

F、
臨

床、4

原
、
水
回

九

（
第
七
伝
競

三
一
九
）
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町
郎
、
水
間

ニニ
O

（日ルペ
一枕

二
二

O
〉

ク
、
亦
肋
骨
切
除
前
－
λ
’
刺
ス
M
Y

ユ
比
ス
レ
バ
、
一
符
易
且
ッ
完
全
－
一
一
緋
膿
シ
得
ペ
ジ
ト
思
考
し
V
J

タ
V

バ
ナ

y
o

弘
知
一
J
J
J
J
－
一
三
氏
法
ノ
如
ク
前
胸
部
肋
軟
骨
ノ
切
除
A

、
比
較
的
同
難
ニ
ジ
ア
動
モ
ス

V

バ
、
肋
膜
ヲ
穿
孔
ス
戸
事
ア
ル
が
故
一
一
、
余
等

A

軟
骨
ヲ
避
ケ
ア
之
レ
ニ
近
キ
骨
部
ヲ
切
除
セ
リ
ノ
。

妙
一一
一
手
術
A

J

イニコ
弓
氏
法
ト
同
ジ
ク

、
通
例
二
次
的
－
一
行
ヒ
、
先
グ
後
方
副
脊
柱
－
一
於
－
プ
肋
骨
ヲ
切
除
シ
、
女
－
一
前
方
肋
軟
骨
側
－
一
於

ア
肋
骨
ヲ
切
除
ス
。
之
レ
第
一
次
手
術
ノ
際
、
肋
聞
神
経
ノ
損
傷
ヲ
蒙
Y

モ
ノ
多
ク
、
第
二
衣
前
方
子
術
ノ
際
修
痛
軒
滅
ノ
利
勅
ア
レ
バ
ナ
リ
。

然
レ
ド
モ
患
者
ノ
一
般
版
態
ヲ
顧
慮
シ
ア
、
三
究
的
或
A

四
時
的
－
一
行
ア

ペ
キ
事
ア
Y

A

勿
論
ナ
リ
ノ
。

払
貯
酌
穿
刺
排
膿
後
－
一
A

雄
々
「
沃
度
ホ
U
Y

ム
グ

y
セ
リ
ノ
ン
」
ノ
注
入
ヲ
行
へ

y
。

貫

験

（ 

ーー一、、J

~J 

。0
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第
一
例

川

岸

某

男

二

十

一

歳

眼

鏡

製

造

業

入
院
大
正
十
年
七
月
十
二
日

退

院

同

年

八

月

十

二

日

家
紋
廃
特
詑
ス
ベ
キ
事
ナ

シ
。

阪
往
症
約
四
年
前
高
熱
・
呼
吸
開
難
・
咳
欣
等
ア
り
、
右
側
肋
膜
炎
ノ
ー
は
断
／
下
－
一
間
一
曲

治
ヲ
受
ケ
約
七
十
日
－
一
シ
テ
品
川
セ
リ
。

四
%
病
廃
約
五
十
日
前
ヨ
日
程
キ
胸
痛
・
呼
吸
岡
難
ア
リ
。
後
熱
盗
汗
等
ナ
シ
。

現
症
燈
係
修
養
中
等
、
惚
峨
凶
十
九
・

O
延
、
脈
抑
正
常
・
巾
等
大
・
緊
娠
一良
、
一
分
時

約
八
十
凶
至
ヲ
算
λ

。
鴨
池
、
政
官
同
一一
．
十
六
度
ヘ
分
、
呼
吸
比
続
的
千
静
、
一
分
時
約
品
川

四
、
尿
＝
異
状
ナ
シ
。

。
。
。
。

局
所
々
見

胸
廓
左
有
利
野
性
一
一
シ
テ
、
運
動
、
左
右
同
時
ナ
ル
モ
右
側
ャ
、
羽
シ
。
心
臓
、
心

尖
緋
動
ρ

左
側
第
五
肋
間
品川ド
乳
線
上
－
Z
凡
で
湖
品
目
境
界
、
上
ハ
第
川
肋
骨
ノ
上
線
、

右
ハ
胸
骨
ノ
左
線
、
左
ハ
左
側
乳
線
ナ
リ
。
心
配
、
ス
ベ
テ
清
純
。

左
肺
異
状
ヲ
見
ヅ
。
右
胸
部
前
方
札
叫
棚
上
－
－
於
テ
第
五
肋
骨
以
下
、
後
方
肩
抑
骨
問

角
ヨ
リ
凡
ソ
コ
械
指
粁
上
方
以
下
濁
音
ヲ
辱
U
テ
呼
吸
音
殆
V
聴
取
ス
ル
事
ヲ
得
ズ
、
陸
耳

引け下
仕
到
誠
司
吹
o

X
線
検
査
Z

ヨ
ル
－
一
、
立
佐
一
－
於
テ
右
側
胸
部
前
刷
、
付
府
内
肋
間
｛
円
下
、
後
一刷
、
一
清
仙
川
骨

隅
角
ヨ
リ
約
二
－
横
指
経
上
以
下
浪
キ
陰
影
ヲ
尋
シ
、

ソ
ノ
上
昇
ハ
殆
ド
水
平
ヲ
ナ
ス
。
此

ノ
部
＝
試
験
的
穿
刺
ヲ
行
7

＝
汚
臨
時
濃
厚
ナ
ル
灰
白
賞
色
／
滋
汁
ヲ
得
タ
リ
、
之
レ
ヲ
鏡

検
ス
ル
ユ
組
織
額
駿
物
ソ
ノ
大
多
数
ヲ
占
メ
、
ソ
ノ
外

φ
数
／
多
防
相
白
血
球
ト
比
較
的
多

ク
ノ
淋
巴
球
ト
ヲ
認
メ
、
細
前
ヲ
認
メ
ズ
。

%
、天
及
ビ
肉
汁
鳩
養
叩
砂
＝
培
養
ス
ル
モ
前
殺

生
セ
ズ
。
腹
部
、
背
柱
、
問
肢
ユ
一
者
竣
ナ
シ
。

寺山
断
右
側
紡
柑
特
性
膿
胸

第
一
問
手
術
七
月
十
五
日

「
パ
ン
カ
イ

y
」
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

」
ノ
局
所
脱
却
ノ
ド
品
、
副
背
杭
鈎
状
切
開
ヲ
施
シ
、

背
粧
＝
寸
前
ヒ
第
＝
一
乃
一
主
第
十
一
肋
骨
ヲ
豆
乃
卒
穴
桝
宛
会
長
約
四
十
一
穂
五
ヲ
切
除
ス
。

一
切
除
セ
ル
肋
骨
番
披
↑

一
切
除
セ
ル
肋
骨
／
長
サ
（
帽。一

II 

1V 

v 
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第
一
回
手
術
後
／
経
過

一二
十
ふ
附
斑
一
後
一
二
日
目

一
一
一
一
日
目

一
内

日

目

最
高
惚
混
〈
皮
）

一

＝
八

oて
；

一

一－一七

山
一

脈
縛
数
（
一
分
時
）
一
八

一一

七

四

七

二一

手
術
後
／
終
過
日

呼
吸
歎
（

一
分
時
）

PLJ 

l'LJ 

ムハ・五
ー、－、

＆

J
J
a
r
 

術
後
一
一
－
日
間
関
混
一
一
一
十
七
度
問
分
乃
至
三
十
八
度
五
分
ユ
上
昇
シ
、
多
少
ノ
呼
吸
困
難

ア
リ
シ
ガ
、
凶
日
目
ヨ
リ
憾
浪
平
常
＝
復
シ
、
呼
吸
閑
維
消
失
ス
。
八
日
向
抜
糸
第
一
期

癒
合
c
第
二
回
手
術
七
月
サ
一
一
H
H
（
第
一
同
手
術
後
七
日
）

「
バ
シ
カ
イ
ン
同
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
ノ
局
所
廊
姉
／
下
＝
有
札
線
ノ
ヤ
、
内
方
－
一
於
テ
、

下
方
－
二
主
リ
ャ
、
側
方
－
一
向
ツ
テ
弓
状
＝
傾
ク
縦
走
皮
膚
切
開
一
一
テ
、
第
三
乃
李
一
第
十
肋

骨
ヲ
コ
…乃
五
問
・
五
椛
宛
会
長
約
三
＋
一
穂
ヲ
切
除
ス
。

一
切
除
セ
ル
肋
骨
霊

E

W

V

M

W

咽

K

X

一
計

一

－

↑

E

4

H

E

4

5

5

叫

H

O

－

o

－

一
切
除
セ
ル
肋
骨
／
長
サ
〈
梅
）
十
仏

4

4

｛

↓

日

3

4

一
釦
一

突
ユ
前
肢
宮
内
線
第
七
肋
間
＝
於
テ
穿
刺
、
汚
磯
灰
白
色
ノ
膿
汁
約
四
百
六
十
苅
ヲ
向
ス
。

第
．
回
手
術
後
／
終
過

手
術
後
ノ
経
過
H

最
高
純
汲
（
茂
）

第
六
谷

一
↑
手
術
直
後
一

一
一
七
九

べ－九

F『

臨

床
~ 

原
、
水
間

I I I 
≫JK 
鯨
数

分
日在、J

~ I cs I 

八．
0 

呼
吸
数
（
一
分
時
）

［列

術
後
附
日
間
穂
、
訊
ャ
、
上
昇
シ
、
約
二
一
日
間
限
度
ノ
呼
吸
困
臨
時
ヲ
訴
へ
、
右
側
胸
部
ハ

重
キ
物
線
－
一
テ
膝
泊
セ
ラ
ル
、
が
知
キ
感
ア
ロ
、
約
一
ヶ
月
綴
織
シ
テ
紛
失
セ
リ
。
八
日

目
抜
糸
、
第
一
期
総
合
。

八
月
二
日
（
第
一
一
回
守
術
後
十
一
日
）
穿
刺
、
辺
一
以
ナ
ル
狩
検
灰
白
色
ノ
膿
約
一
山
一一
十
郎

ヲ
排
出
見
。

八
月
十
二
日
（
第
二
問
手
術
後
二
十
日
）
退
院
、
常
時
慨
重
三
十
五
底
。

八
月
二
十
二
日
〈
第
二
回
手
術
後
一
ヶ
月
）
穿
刺
、
約
七
十
五
%
／
腿
ヲ
山
内
シ
。

九
月
二
十
二
日
（
第
二
同
ノ
手
術
後
二
ヶ
月
）
穿
刺
、
約
七
十
托
ノ
刷
版
ヲ
出
ス
。
山
川
流
一
忌

／
綴
淘
ヅ
認
メ
ガ
。

術
後
約
三
ヶ
月
＝
ハ
管
養
佳
一
民
Z

シ
テ
健
康
時
ト
大
差
ナ
夕
、

h
質
的
痕
状
殆
ド
ナ
シ
。

右
側
胸
部
ハ
著
シ
ク
萎
縮
シ
、
呼
吸
運
動
級
メ
テ
羽
夕
、
胸
間
ヲ
測
定
シ
テ
左
右
雨
側
ヲ

比
較
ス
ル
一
一
、
第
三
肋
骨
／
胸
骨
附
着
部
ノ
高
サ
ユ
於
テ
、
左
側
一
九
十
九
機
、
右
側
（
子

術
側
）
＝
一
十
三
瓶
ユ
シ
テ
ソ
ノ
差
六
椀
。
飢
状
突
起
／
高
サ
ユ
於
テ
、
左
側
＝
一
十
八
腕
、

右
側
二
十
二
線
、
ソ
ノ
差
六
純
ナ
リ
。

、、．
最
終
診
察
昭
和
二
年
一
月
十
六
日
（
術
後
百
年
五
ヶ
月
）
瞥
養
住
民
、
惚
重
四
十
八
白

十
、
呼
吸
及
ピ
上
肢
ノ
運
動
＝
支
隊
ナ
夕
、
術
前
ノ
職
業
－
－
一
従
事
ス
。
胸
廓
ハ
布
側
者
シ

ク
萎
縮
ジ
、
胸
閤
ハ
乳
ノ
高
サ
ユ
テ
左
側
一
一
一
十
八
複
五
、
右
側
（
手
術
側
）
コ
一
十
二
糎
五
、

ソ
ノ
差
六
機
、
剣
吠
突
起
こ
ロ
同
サ
－
一
テ
、
左
側
三
十
六
倒
、
治
側
（
手
術
側
）
一
一
一
十
二
瓶
、

ソ
ノ
差
問
糎
ナ

p
。
右
一周
ャ
、
高
夕
、
背
枝
ハ
胸
JJ

附
－
一
於
テ
問
一
両
ヲ
左
方
（
健
康
側
）
－
一
向

ケ
テ
級
メ
テ
軽
度
／
側
簿
ヲ
ナ
ス
。

X
線
検
査
手
術
側
／
肋
骨
山
ス
ベ
テ
ソ
／
中
央
部
印
チ
側
ガ
＝
於
テ
若
山
げ
下
軍
一
シ

R
ツ
内
方
－
一
一
時
位
セ
リ
。
液
関
ノ
緒
潟
ヲ
認
メ
ズ
。
（
附
刷
第
一
闘
｝
（
決
意
院
像
ナ
り
）

一一
一
（
第
円
札
彼

一
一
二
一
）
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第
二
例

武
一
茶
女
＝
‘
十
オ
官
吏
ノ
妻

入
院
大
正
十
一
年
六
月
十
八
日

退

院

同

年

八

月

十

日

家
族
賂
特
記
ス
ベ
キ
事
ナ
シ
。

肱
凶
役
症
二
十
＝
一
オ
ノ
時
左
側
肋
膜
炎
ヲ
病
ミ
、
約
七
ヶ
月
／
後
品
川
被
セ
ル
モ
、
ソ
ノ

後
時
々
百
丹
後
ス
。
分
奴
川
問
中
二
阿
ハ
流
滞
。

現
病
黙
約
八
ヶ
月
前
ヨ
リ
全
身
倦
怠
ノ
感
ア

P
、
約
六
ヶ
月
前
左
側
肋
膜
炎
／
円
以
断

ノ
下
＝
ー
穿
刺
ヲ
交
ヶ
、
脱
ヲ
排
肉
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
百
件
ピ
膿
ノ
出
開
制
帽
ヲ
来
ス
。

現
痕
惚
臥
阿
・
修
養
中
等
、
穂
重
四
十
七
延
六
、
尿
エ
園
事
、
状
ナ
シ
。
脈
拍
仰
正
繋
、
中
等

ト
八
、
緊
娠
中
等
度
、
一
分
時
約
八
十
手
ヲ
算
ス
。
呼
吸
引
「
静
一
分
時
約
二
十
、
掛
師
、
混
入
院

後
最
高
一
一
一
十
六
皮
五
分
。

。。

。。

局
所
々
見

胸
部
胸
廓
左
側
ハ
右
＝
比
シ
ャ
、
萎
縮
シ
テ
呼
吸
疑
動
著
シ
ク
弱
ク
前
方
ハ
第
三
肋

骨
／
上
級
以
下
、
後
方
ハ
第
七
胸
株
／
線
状
突
起
こ
周
同
サ
以
下
全
ク
濁
止
日
ヲ
弔
シ

、
濁
忠
目

界
ハ
身
程
位
置
ノ
移
動
＝
ヨ
リ
テ
獲
化
ス
。
濁
音
ヲ
嬰
セ
ル
部
一
三
於
テ
呼
吸
音
始
ド
全
ク

満
開
収
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ズ
、
撃
音
偉
達
著
シ
ク
減
退
ス
。
右
肺
一
一
異
状
ヲ
認
メ
ズ
。
心
臓
ハ

布
方
＝
締
位
シ
、
ソ
ノ
有
界
ハ
胸
骨
ノ
右
縁
ヨ
リ
一

，
様
情
緒
右
方
＝
一
逮
ス
、
心
立
目
λ

ベ
テ

清
純
ナ
り
。

、

．．
 
、

X
線
検
査
（
立
佐
〉
＝
胃
ル
ユ
心
臓
ハ
右
万
一
二
開
位
シ
、
左
胸
部
前
方
ハ
第
三
肋
骨
以

下
、
後
方
ハ
肩
仰
骨
隅
角
上
三
横
指
絞
以
下
、
濃
厚
ナ
ル
陰
影
ヲ
皐
シ
、
ソ
ノ
上
界
ハ
殆

ド
水
平
＝
シ
テ
、
身
惚
／
動
指
ト
北
ハ
＝
一
切
ク
。
六
月
一
日
穿
刺
ヲ
行
ヒ
、
曲
骨
格
黄
色
、機
厚

ナ
ル
膿
約
七
百
路
ヲ
排
肉
ス
、
膿
ヲ
鏡
検
ス
ル
－
7
主
ト
シ
テ
組
織
頑
臨
刷
物
－
－
シ
テ
少
数
ノ

多
核
白
血
球
及
ピ
淋
巴
球
ヲ
認
メ
、
納
蔚
ヲ
認
メ
ズ
、
然
、
天
及
ピ
肉
汁
培
養
摂
－
一
一
瞥
養
ス

ル
モ
前
／
安
中
一ヲ
日
ル
ズ
。

腹
部
、
背
柱
、
阿
肢
ニ
異
状
ナ
シ
。

診
断
左
側
位
和
柑
特
性
膿
胸

（
第
京
競

一

一一、J

第
一
回
手
術

七
月
来
日

「
バ
ン
カ
イ
y
」
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
局
所
麻
搾
／
下
一
三
副
背
性
釣
状
切
開
ニ
テ
第
一
↓

乃
主
第
十
一
肋
骨
ヲ
背
牧
－
一
治
ヒ
テ
穴
乃
烹
十
六
縄
宛
、
会
長
約
百
十
三
梅
干
丸
、

ヲ
骨

膜
下
－
一
テ
切
除
ス
。

士万
除
-i! 

ノレ

肋
骨
ノ

長
サ

’ヘ
糎ー、J

切
除
セ
ル
肋
骨
務
披

H
E
W
v
u
w
m
w
A
代

U
M

言十

Ii.II 

to.II 

7。
!1.0 

1 :1.0 

l 'i.ら

Iii.II 

lら.0

11.0 

1.0 

1 lil.5 

引
キ
績
キ
前
肢
線
上
第
七
肋
間
－
一
テ
穿
刺
、
約
百
サ
鈍
ノ
汚
械
併
裕
資
色
／
膿
ヲ
巾
山
λ

。

第
一
一
山
手
術
後
／
経
過

手
術
後
／
経
過
日

一
手
術
滅
後
一一一
日
日

十一

日
目

一
円
日
目
一
五
日
日

最
高
惚
浪
（
度
〉
一
一
＝
一
七
二
一
一
一
八

一一一一一一

千

一一一
一一ヘ

0
7
一七

四

脈
接
（
一
分
時
二
一

七
九
一

一
一
二
一

九
ノk

一
一
阿
－

。

呼
吸
数
（
一
分
時
）

四 ！

五

。
ノL

術
後
約
五

H
問
、
最
高
コ
一
十
ヘ
皮
問
分
ノ
援
熱
ア
リ
‘
脈
持
ャ
、
額
放
ナ
リ
シ
ガ
、
呼

吸
闘
難
殆
ド
ナ
シ
。

第
八
日
目
抜
糸
、
第
一
期
癒
合

‘
 

．．
 
‘
 

．．
 
、．

第
二
回
手
術
七
月
十
二
日
（
第
一
閃
手
術
後
七
日
〉

「
バ
ン
カ
イ
ン
」
「
ア
ド
レ
ナ
り
ン
」
／
局
所
麻
療
ノ
下
＝
友
乳
線
ヨ
リ
紛
々
内
方
旦
い
が
J
7

下
方
ハ
ヤ
、
側
方
＝
傾
タ
縦
走
切
開
ヲ
加
へ
－
7

、
第
二
乃
至
第
九
肋
骨
7
、
肋
軟
骨
側
一
一

於
テ
、

ニ
乃
五
五
積
宛
、
全
長
約
三
十
梅
7
切
除
ス
。



号、繍・切
問、テ lI空
手・穿 l ， 

震：坦 I~
L、約 I'/ 
.. 喧金、 - I ~ 

遇、百 l芋
I¥. I ~ 
十l糎
施’一三一一一一一
／ 

膿
ヲ

排
出
λ 

~Jr 

lX 

言十

切
除
ス
ル
肋
骨
番
競

IV 

VI 

v 
¥I 

r 

目

2.0 

3.0 

3.0 

4.0 

4.0 

5.0 

A
り

け
り

ハ
リ

5.0 

呼 脈 最 手

数吸
持 高 術後
数

f町、 fヘ 健 ノ

一 一
溜〆度筒、

分日寺 分日寺 過日、、J 、、J 、，J

「亨＝
術

一 九 ーヒ

一盆直ーii. 

一一
一 九 ーヒ 日
一 目
四 。七
ーー・ 一

ーじ 日
一 目
ーじ 一 九

一 一
問

一
Fヒ 日

一 目
四 一 一
一 五：
ム 日一 ii. ，、-・ ． 
目

四 。ii. 

術
後
四
日
間
、
経
熱
ア

P
シ
モ
、
呼
吸
困
難
殆
ド
ナ
夕
、
八
日
目
抜
糸
、
第
一
期
癒
合

七
月
二
十
二
日
（
術
後
十
日
）
穿
刺
約
百
三
十
路
ノ
滋
ヲ
尚
昆
。

八
月
二
日
（
後
術
二
十
一
日
）
穿
刺
約
百
五
十
路
／
膿
ヲ
排
出
ス
。

八
月
二
十
日
へ
術
後
五
十
日
）
穿
刺
約
二
百
二
十
詫
／
膿
ヲ
出
ス
。

十
二
月
二
十
日
（
術
後
五
ヶ
月
）
穿
刺
、
約
百
八
十
路
ノ
膿
ヲ
出
シ
、
以
後
腹
ノ
瀦
溜
ナ

夕
、
食
慾
増
進
シ
、
心
気
爽
快
ト
ナ
リ
、
呼
吸
及
ピ
上
肢
ノ
運
動
隊
碍
殆
ド
ナ
夕
、
叫
皆
、
遁

家
庭
ノ
仕
事
品
従
事
ス
得
ル
事
7
、
後
姫
娠
完
全
＝
一
見
ヲ
血
事
ゲ
ル
事
ヲ
得
タ
リ
。

最
終
診
察
大
正
十
五
年
八
月
十
七
日
（
術
後
四
年
一
ヶ
月
〉
経
養
中
等
、
穏
重
四
十
凶

託
、
呼
吸
及
ピ
上
肢
ノ
運
動
等
常
、
胸
廓
、
左
側
著
シ
ク
萎
縮
シ
、
胸
間
ハ
乳
／
官
同
サ
－
－

テ
右
側
四
十
額
五
、
左
側
（
手
術
側
）
一
一
一十
糎
五
、
ソ
ノ
差
十
糎
－
一
シ
テ
第
十
肋
骨
ノ
高
サ

－
一
於
テ
ハ
右
側
一一
一
十
六
権
、
左
則
二
十
九
瓶
、
ソ
ノ
美
七
帽
慢
す
り
。

左
肩
ャ
、
下
ル
モ
、
背
柱
ハ
一
見
殆
ド
直
正
ナ

p
、
精
査
ス
ル
－
一
胸
械
ノ
上
部
＝
於
テ

第
六
巻

F『

趨

床
も」

版
、
水
悶

問
而
ヲ
右
方
師
チ
健
側
ニ
・
向
h
y

テ
艇
メ
テ
僅
カ
＝
側
轡
ア
り
。

X
線
検
査
心
臓
ハ
ャ
、
右
方
＝
勝
位
シ
、
左
諸
肋
品
目
ハ
ソ
ノ
中
央
部
制
チ
側
方
拡
シ

ク
下
電
シ
、
同
時
子
内
方
－
－
鯨
位
シ
肺
臓
／
清
透
ナ
ル
像
ハ
背
性
側
－
－
於
－
T
K
W
メ
テ
狭
少

ナ
リ
。
背
柱
ハ
胸
維
上
部
一
一
於
テ
問
面
ヲ
右
方
ユ
肉
ケ
テ
斡
度
／
側
捕
時
ヲ
旦
ム
ス
。
（
附
闘

。。

第
二
）
（
陰
像
）

。。
3

第
三
例
吉
川
系
女
二
十
一
オ
看
護
婦

入
院
大
正
十
二
年
十
二
月
一
日

退

院

大

正

十
三
年
一
月
十
六
日

家
族
黙
特
詑
ス
ベ
キ
コ
ト
ナ
シ
。

既
往
症
約
十
一
ヶ
月
前
、
高
熱
・
胸
痛
・
咳
歌
・
略
淡
ア
リ
右
側
乾
牲
肋
膜
炎
、
左
側
、議

性
肋
膜
炎
／
診
断
／
下
ニ
治
療
セ
ラ
レ
約
五
十
日
＝
テ
鰹
快
セ

p
。

現
病
療
約
二
ヶ
月
前
力
一
フ
再
ピ
咳
嚇
略
波
及
ピ
胸
痛
起

p
、
右
側
胸
部
一
－
テ
試
験
的

穿
刺
ヲ
施
サ
レ
テ
波
厚
ナ
ル
膿
ヲ
誇
明
セ
ラ
ル
。

現
山
地
位
絡
中
等
、
後
養
佳
夏
、
穏
重
以
十
二
託
。

尿
＝
異
状
ナ
シ
。
脈
祢
正
整
、
中
等
大
、
緊
張
佳
夏
一
分
時
約
七
十
二
至
ヲ
算
シ
、
呼

吸
平
静
、
時
間
腹
式
一
分
時
約
二
十
。
帥
胞
温
、
入
院
後
最
高
＝
一十
七
皮
。

。
。
。
。

局
所
々
見

胸
廊
、
左
右
側
針
性
、
呼
吸
運
動
雨
側
ト
モ
ャ
、
弱
シ
、
心
臓
、
心
尖
不
明
瞭
、
濁
点目

境
界
、
上
ハ
第
凶
肋
骨
左
ハ
左
側
乳
幼
棚
ヨ
リ
約
一
様
指
桜
内
方
、
右
ハ
胸
骨
／
左
線
、
心

音
何
レ
モ
清
純
ω

右
胸
部
前
方
、
右
乳
線
上
ユ
於
テ
第
四
肋
骨
以
下
、
側
方
、
第
五
肋
骨
以
下
、
後
方
、

肩
抑
骨
附
部
以
下
濁
音
ヲ
与
シ
、
呼
吸
土
日
殆
ド
聴
取
セ
一
フ
レ
ズ
。
試
験
的
穿
刺
ユ
ヨ
リ
濃

厚
ナ
ル
膿
7
設
明
ス
、
膿
中
＝
ハ
細
菌
7
詮
明
セ
ズ
。

左
肺
肺
尖
部
、
粉
々
一
知
品
シ
テ
呼
吸
血
日
粉
々
組
、
前
方
及
ピ
側
方
ノ
下
部
粉
々
川
昌

シ
テ
、
呼
吸
音
溺
シ
。

X
線
検
点
且
（
立
位
）

（
第
去
就

心
臓
ハ
殆
ド
尋
常
ノ
位
置
品
ア

9
0
右
胸
部
、
前
方
第
四
肋
骨
以

ニ二一一
一）



第
六
品
世

臨

床』＿，

原
、
水
岡

下
、
後
方
肩
押
骨
隅
角
部
以
下
昌
一
濃
キ
陰
影
ヲ
認
ム
。

腹
部
、
ャ
、
膨
渦
シ
テ
緊
張
λ

レ
ド
モ
膝
痛
ナ
シ
。
背
位
、
凶
肢
品
同
事
、状
ナ
シ
。

診
断
右
側
結
核
性
膿
胸

第
一
一
山
手
術
十
三
月
四
日

「
パ
ン
カ
イ
ン
」
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
ノ
局
所
脈
涼
ノ
下
ニ
右
側
副
背
位
鈎
状
切
開
ユ
テ
、

第
三
乃
至
第
十
一
肋
骨
ヲ
背
柱
－
一
泊
ヒ

三
・
一九
乃
至
九
糎
、
会
長
約
五
十
五
糎
ヲ
骨
膜
下
一
一

於
テ
切
除
ス
。

一
切
除
セ
ル
肋
骨
祷
貌

一
切
除
セ
ル
肋
骨
ノ
長
サ
（
桝
〉

m 

1'f 

tlf 

計
一

り

り

一

o
一

－J

－サ

一
－d

－

F

．，． 

巴

e
－

月UI

x 

¥I 

('( 

¥l 

v 

。j.0 

日付

）

、

，

｛

C
 

ρ
υ
n
h
u
 

ii.O 

7.il 

｝
 
｛
 
ー

綴
テ
穿
刺
約
二
百
沌
／
膿
ヲ
排
出
ス
。

第
一
回
手
術
後
／
経
過

一手
術
長
一
一
日
目
一
一
一
日
目

一
四
日
目

一
五
日
目

三
七
八
一
＝一
七

八
一
＝一八

二

三
九

九
一
一二八

O

一
O
二
一

九
六
一

一
O
八
－

一
一一
O
一

一

o
a

一

一

一

一

＝
5
－

一－一六
一

一一

o－

間
二
↑

手
術
後
／
絞
過
H

最
高
値
温
（
皮
〉

脈
祢
鰍
（
一
分
時
〉

呼
吸
数
（
一
分
時
）

，、、

術
後
多
少
／
呼
吸
困
難
ヲ
訴
へ
、
俊
熱
ア
リ
二
今
日
目
ヨ
り
咳
歌
起
リ
、
左
脚
到
ル
所
－
一

乾
性
及
ピ
漁
性
ノ
蝿
土
日
ヲ
慰
キ
、
ャ
、
高
熱
ア
リ
シ
モ
、
六
日
目
頃
ヨ
u
y
健
滋
下
界
シ
、

呼
吸
閑
雛
モ
亦
去
ル
。
八
日
目
抜
糸
、
第
一
期
癒
合

第
二
回
手
術
十
二
月
十
八
日
（
第
一
回
手
術
後
二
週
間
）

「〆

y
カ
イ
ン
」
「
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
」
／
局
所
麻
疹
／
下
－
－
前
胸
部
＝
於
テ
前
例
ト
問
機
J

一
成
時
切
開
ヲ
加
へ
テ
第
一
一
一
乃
至
第
十
肋
骨
7
肋
軟
岡
山
目
…
側
ニ
於
－
7

二
乃
至
三
糎
宛
、

一
一
一
十
続
五
ヲ
骨
膜
下
ユ
於
テ
切
除
ス
。

一

一
切
除
セ
ル
肋
喜
務

一
国

首

v
u
w

一

r
u
H佳
い
い
い
い
υ

一
線
イ
テ
穿
刺
、
約
九
十
沌
ノ
膿
ヲ
尚
ス
。

第
二
回
手
術
後
／
経
過

手
術
後
ノ
経
過
日

一
手
術
直
後

一
二

日

目

一
一
一
一
六
－
一

一

一O
六
十

－－o一

け
恥
守
刷
飽
湘
佃
（
度
〉

脈
抑
数
（
一
一
分
時
〉

呼
吸
数
（
一
分
時
〉

二
二
凶

（
第
小
川
波

二
二
問
）

全
長
約

川
明

言十

九｜仁
プミ I 1¥. 

lX 

x 

:.Lo 

~ . o 

2.0 

:lll.;j 

一
六
・
八

八
四
－

。

[!!.J 

術
後
呼
吸
困
難
ア
リ
稔
滋
上
昇
シ
二
日
目
ユ
ハ
左
肺
到
ル
所
＝
乾
性
問
機
土
日
ヲ
聴
キ
、
三

日
目
恐
栄
、
後
高
熱
ヲ
目
安
シ
タ
ル
モ
川
目
白
ヨ
リ
子
熱
ト
ナ
リ
、
呼
吸
闘
灘
消
失
λ

。
八
日

目
抜
糸
、
第
二
期
叫
閉
会

術
後
二
十
日
目
頃
ヨ
リ
稔
重
漸
次
増
加
シ
、
気
分
爽
快
ト
ナ
リ
、
三
十
日
ユ
シ
テ
退
院

‘、

ス
。
常
時
的
廊
／
手
術
側
ニ
ハ
針
側
ユ
比
シ
テ
甚
ダ
シ
ク
萎
縮
シ
、

X
線
検
資
一
一
ヨ
レ
パ
、

右
側
諸
肋
骨
ハ
ソ
ノ
側
力
部
甚
ダ
シ
ク
内
方
ユ
勝
牧
シ
、
同
時
－
一
下
垂
シ
胸
郎
／
比
四
脇
佳

右
側
ハ
左
側
／
約
二
分
ノ
一
ナ
日
。
液
開
．7
認
〆
ズ
。

y
f
後
患
者
鯖
郷
シ
9
ル
相
川
メ
視
シ
タ
観
察
λ

ル
世
帯
プ
得
ザ
リ
シ
ガ
、
＝
一
年
後
／
書
信

品
ヨ
レ

パ
、
Mm過
甚
9
．良
好
＝
シ
テ
満
洲
－
一
看
護
締
ト
シ
テ
完
全
＝
勤
務
シ
ッ
、
ァ

p
ト

一五

7

。



第
四
例

葛
生
某
男
コ
一
十
二
オ
音
楽
師

入
院
大
正
十
三
年
六
月
七
日

退
院
周
年
八
月
二
十
二
日

家
族
歴
特
詑
ス
ベ
キ
事
ナ
シ
。

既
往
症
約
七
年
前
腸
「
チ
7
ス
」
－
一
極

p
、
約
五
年
前
或
日
重
街
ヲ
婚
ヒ
テ
後
左
側
背

部
品
終
痛
ヲ
感
ゼ
目
、
以
後
毎
年
春
秋
ノ
候
－
一
該
部
品
終
痛
ヲ
血
児
ユ
ト
一
五
7

。

現
病
歴
約
コ
一
ヶ
月
前
ヨ
リ
全
身
／
倦
怠
、
盗
汗
ア
リ
身
健
次
第
三
茨
弱
ス
ト
云
7
0

現
症
慢
絡
・
笹
養
中
等
、
健
重
五
十
四
廷
八
、
尿
昌
異
状
ヲ
認
メ
ズ
。
脈
樽
疋
笠
、
中

等
大
、
緊
張
佳
一良
、
一
分
時
約
七
十
五
至
ヲ
算
見
。
呼
吸
、
一
千
静
一
分
時
約
二
十
、
関
温
、

入
院
後
最
高
三
十
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右
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右
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濁
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検
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＝
沿
ヒ
テ
ニ
乃
至
九
縄
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熱
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－
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。
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＝
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膚
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膿
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－
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－
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